
『古いバージョンの Java 』ブロック機能について 

   

   2014 年 9 月 10 日以降、WindowsUpdate により、セキュリティ強化のため、古いバージョンの Java が  

   ブロックされる場合があります。  

電子入札システムをご利用の際に、下記の警告メッセージが表示された場合は「対処方法」に従

い、信頼済みサイトの設定を行って頂くようお願いします。  

   

 「更新」を行うと、電子入札システムが対応していない最新のバージョンにＪava が更新される恐れがあ

りますので、「更新」を行わないようお願いします。  
 

・Internet Explorer 9 以降の場合 

 

＜対処方法＞ 

  下記の URL を信頼済みサイトに登録してください。 

  登録後、Internet Explorer を再起動し、電子入札システムに接続することで本事象が解消されます。 

    信頼済みサイト URL：https://ebid.pref.kochi.lg.jp 

  操作方法については、次ページの「信頼済みサイト登録操作方法」を参照ください。 

 ■Java の更新を行ってしまった場合について 

  Java が複数インストールされている場合は、新しい方（最新バージョン）をアンインストールすることで 

  解決する可能性がありますが、解決しない場合は Java 等の再セットアップが必要です。 

  信頼済みサイトの登録を行った上で、ご利用の認証局へ対応方法の確認をお願いします。 

   

  Java の更新を行ってしまった場合、下記の警告メッセージが表示されるケースが多く見受けられます。 

  この場合、Java が更新されていないかどうか確認をお願いします。 

 



＜信頼済みサイト登録操作方法＞ 
 

 

 

 
 

 

  

  

 

Internet Explorer の、  

【ツール】アイコンをクリックしたら  

【インターネットオプション】を開きます。  

 

インターネットオプション 

  

  

 

①【セキュリティ】のタブをクリックしま

す。  

②【信頼済みサイト】をクリックします。  

③【サイト】ボタンをクリックします。  

セキュリティタブ 

① ② 

③ 

  

  

 

①「この WEB サイトをゾーンに追加す

る」の項目に  

https://ebid.pref.kochi.lg.jp 

と入力します。  

 

②入力したら、【追加】ボタンをクリック

し、「WEB サイト」の項目へ移動したこ

とを確認します。  

 

③【閉じる】ボタンをクリックします。  

 

④【OK】をクリックし、インターネットオ

プションの画面を閉じます。  

信頼済みサイト 
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